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筒井脩先生へ
上村哲彦
この頃，何でもかんでもパソコンで処理をしなければならなくなった学
校の仕事で，それになかなかついていけない私などは，早く生まれすぎた
のか，遅く生まれるべきであったのか，いずれにしても今あるその不運を
託っている。ところが，筒井先生はそんなことには頓着なく，悠々とこの
化け物の機械を操っていらっしゃる。趣味が電気問屋の集中している日本
橋散策であるから，いくら頑張っても太刀打ちできない。さらには，その
趣味とご専門の英文学の研究を合体させて，パソコンをつかって英語の勉
強をする方法の本『英語学習のための CD-ROM入門』まで出版されたの
であるから，逆立ちしても追いつくはずがない。自分でパソコンを使って
いてややこしくなると筒井先生に助けを求める。「それは，簡単だよ。」と
言って，私の部屋の来られて，「ここをクリックして，ここをこうやって，
ほらこうなるでしょう。」私には，さっばりわからない。しかし，パソコ
ンを使うという目的は達成されたわけであるから，さも分かったように
「ありがとうございます。」と，礼を言って，自分の仕事の処理をなんとか
潜り抜けてきた。その先生が，学校の規程とはいえ退職されていらっしゃ
らなくなる。私はどうしたらいいんだろう。考えてみれば，若いときから
よくお世話になっていたからそろそろ独立するようにとの，天の思し召し
なのだろうか。
筒井先生は，本校を 1960年にご卒業になられたが，学部在学中に，関
西大学の英文学科にいらっしゃった三宅川正先生が中心になって開いてい
た輪読会に参加されていた。私もこの輪読会に参加させてもらっていたの
で，そこで筒井先生とはお知り合いになることになった。筒井先生は，私
より一年か二年先輩で，その読みの的確さは定評があった。私などは，当
たっている範囲を四苦八苦して準備をしていくのであるが，それでもわか
らない所があると，筒井先生にちょっと早めに部屋に行って聞くのである。
先生は，しばらくじっと文章を読んでいて，「それはこうじゃないか。」ぃ
とも簡単に解答を出してくださる。あの時とパソコンの件がよく似ている。
四十年近くの歳月の間，私は筒井先生に追いつくことはできなかったのか。
そう思うと先生が近くにいらっしゃらなくなることがますます残念であ
る。
先生はシェイクスピアを専門に研究されているが，その全研究を著書に
まとめられた。「Shakespeareにおける natureの意味」がそれである。こ
の研究もシェイクスピアの全作品に渡って， natureがどういう意味で使わ
れているかを，微に入り細をうがって跡付けられたものであり，まさに学
究の鑑といっても言い過ぎではないと思える。しかし，そうした堅物の反
面，根っから御酒が好きである。ただし冷たいビールとか洋酒はだめ。例
え真夏でも熱澗をこよなく愛される。そんなときの先生は，多弁ではない
がこの上なく温かく親しみがもてる。酒の肴も和食一辺倒。そのあたりが
佐賀ご出身の「葉隠れ武士」の伝統の一端なのか。
いずれにしろ，先生，ご退職後はお体にご留意されてどうか楽しい日々
をお送りください。そして，この千里山のキャンパスの後輩たちのことも
心にかけて置いてください。きっと，先生の学究としての一面は，誰かが
受け継いでいくことと思います。
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